
21

損益の状況
　
●業務粗利益等 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

資金運用収支 35,921 941 36,862 34,704 564 35,268

資金運用収益 36,704 3,887 7 35,391 4,674 6
40,584 40,060

資金調達費用 783 2,946 7 687 4,110 6
3,721 4,791

信託報酬 - - - 3 - 3
役務取引等収支 4,584 92 4,677 4,035 115 4,151
役務取引等収益 8,104 149 8,254 7,742 175 7,918
役務取引等費用 3,519 57 3,576 3,706 59 3,766
その他業務収支 143 57 201 1,596 612 2,209
その他業務収益 170 328 499 2,047 751 2,799
その他業務費用 26 271 297 450 139 589
業務粗利益 40,649 1,092 41,741 40,340 1,292 41,633
業務粗利益率 1.08％ 0.60％ 1.07％ 1.05％ 0.67％ 1.04％
業務純益 11,967 12,931
実質業務純益 11,967 12,931
コア業務純益 12,046 10,687
コア業務純益
（投資信託解約損益を除く） 10,559 10,279
　

（注）1. 国内業務部門は円建取引、国際業務部門は外貨建取引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めております。
2. 資金調達費用は金銭の信託運用見合費用（2018年度中間期1百万円、2019年度中間期0百万円）を控除して表示しております。
3. 資金運用収益および資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利息であります。

4. 業務粗利益率＝ 業務粗利益 ×年間日数（365日）×100資金運用勘定平均残高 期中日数（183日）
5. 当行は特定取引勘定非設置行であるため、特定取引収支は該当ありません。

●資金運用・調達勘定平均残高、利息、利回り
●国内業務部門 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 (78,184) (7) 0.97％ (60,867) (6) 0.92％7,483,006 36,704 7,660,483 35,391
うち貸出金 5,178,695 21,234 0.81 5,337,013 20,865 0.77
商品有価証券 168 0 0.61 170 0 0.62
有価証券 2,164,131 15,239 1.40 2,152,694 14,307 1.32
コールローン 6,765 △0 △0.00 15,699 △3 △0.05
預け金 7,669 5 0.15 27,483 29 0.21

資金調達勘定 7,827,909 783 0.01％ 7,929,591 687 0.01％
うち預金 6,691,694 437 0.01 6,793,099 350 0.01
譲渡性預金 835,802 35 0.00 764,749 26 0.00
コールマネー 57,513 △22 △0.08 35,030 △11 △0.07
債券貸借取引受入担保金 200,797 10 0.00 318,369 15 0.00
借用金 71,270 16 0.04 30,222 0 0.00

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2018年度中間期639,472百万円、2019年度中間期583,841百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高
（2018年度中間期30,985百万円、2019年度中間期14,679百万円）および利息（2018年度中間期1百万円、2019年度中間期0百万円）を、それぞれ控除して表示して
おります。

2.（ ）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息（内書き）であります。
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●国際業務部門 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 360,323 3,887 2.15％ 382,578 4,674 2.43％
うち貸出金 116,466 1,635 2.80 133,374 1,875 2.80
有価証券 150,357 1,577 2.09 163,611 1,886 2.30
コールローン 60,849 651 2.13 67,189 867 2.57
預け金 - - - 218 2 2.68

資金調達勘定 (78,184) (7) 1.63％ (60,867) (6) 2.14％360,201 2,946 381,836 4,110
うち預金 189,080 1,545 1.63 239,163 2,420 2.01
コールマネー 15,400 193 2.50 1,696 24 2.87
債券貸借取引受入担保金 63,573 649 2.03 53,071 674 2.53
借用金 13,799 161 2.33 26,862 346 2.57

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2018年度中間期407百万円、2019年度中間期506百万円）を控除して表示しております。
2.（ ）内は国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息（内書き）であります。
3. 国際業務部門の外貨建取引の平均残高は月次カレント方式（前月末TT仲値を当該月のノンエクスチェンジ取引に適用する方式）により算出しております。

●合計 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
平均残高 利息 利回り 平均残高 利息 利回り

資金運用勘定 7,765,145 40,584 1.04％ 7,982,194 40,060 1.00％
うち貸出金 5,295,161 22,869 0.86 5,470,387 22,741 0.82
商品有価証券 168 0 0.61 170 0 0.62
有価証券 2,314,489 16,817 1.44 2,316,305 16,194 1.39
コールローン 67,614 651 1.92 82,889 863 2.07
預け金 7,669 5 0.15 27,701 32 0.23

資金調達勘定 8,109,927 3,721 0.09％ 8,250,561 4,791 0.11％
うち預金 6,880,775 1,983 0.05 7,032,262 2,771 0.07
譲渡性預金 835,802 35 0.00 764,749 26 0.00
コールマネー 72,913 170 0.46 36,726 13 0.07
債券貸借取引受入担保金 264,371 659 0.49 371,440 690 0.37
借用金 85,069 178 0.41 57,084 346 1.21

（注）1. 資金運用勘定は無利息預け金の平均残高（2018年度中間期639,880百万円、2019年度中間期584,348百万円）を、資金調達勘定は金銭の信託運用見合額の平均残高
（2018年度中間期30,985百万円、2019年度中間期14,679百万円）および利息（2018年度中間期1百万円、2019年度中間期0百万円）を、それぞれ控除して表示して
おります。

2. 国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の平均残高および利息は、相殺して記載しております。
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●受取・支払利息の分析
●国内業務部門 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 1,550 △395 1,155 870 △2,182 △1,312
うち貸出金 1,440 △1,943 △503 649 △1,018 △368
商品有価証券 0 0 0 0 0 0
有価証券 △15 1,643 1,627 △80 △851 △932
コールローン 2 0 2 △0 △3 △3
預け金 2 1 4 15 8 23

支払利息 49 △456 △406 10 △105 △95
うち預金 12 △31 △18 6 △94 △87
譲渡性預金 1 △6 △5 △2 △5 △8
コールマネー 4 △10 △5 8 2 11
債券貸借取引受入担保金 6 1 7 5 0 5
借用金 △79 △141 △220 △9 △7 △16

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

●国際業務部門 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 337 1,036 1,373 240 546 786
うち貸出金 95 613 708 237 3 240
有価証券 △141 390 248 139 170 309
コールローン 171 244 415 67 147 215
預け金 - - - - 2 2

支払利息 201 1,240 1,442 176 987 1,164
うち預金 107 596 703 409 465 875
コールマネー △51 72 21 △172 3 △169
債券貸借取引受入担保金 98 338 437 △107 132 24
借用金 14 65 80 153 31 184

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

●合計 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
残高による増減 利率による増減 純増減 残高による増減 利率による増減 純増減

受取利息 1,795 732 2,528 1,134 △1,658 △523
うち貸出金 1,519 △1,314 205 756 △885 △128
商品有価証券 0 0 0 0 0 0
有価証券 △130 2,007 1,876 13 △635 △622
コールローン △67 485 418 147 64 211
預け金 2 1 4 15 10 26

支払利息 121 914 1,035 64 1,006 1,070
うち預金 39 645 685 43 744 787
譲渡性預金 1 △6 △5 △2 △5 △8
コールマネー △44 59 15 △84 △73 △157
債券貸借取引受入担保金 378 66 444 267 △236 30
借用金 △90 △49 △140 △58 226 168

（注）残高および利率の増減要因が重なる部分については、利率による増減に含めて記載しております。

2020年01月28日 10時19分 19ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



24

●利鞘 （単位：％）

2018年度中間期 2019年度中間期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

資金運用利回り 0.97 2.15 1.04 0.92 2.43 1.00
資金調達原価 0.76 1.87 0.82 0.72 2.40 0.80
総資金利鞘 0.21 0.28 0.22 0.20 0.03 0.20
　
●役務取引の状況 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
国内業務部門 国際業務部門 合 計 国内業務部門 国際業務部門 合 計

役務取引等収益 8,104 149 8,254 7,742 175 7,918
うち預金・貸出業務 1,953 - 1,953 1,964 - 1,964
為替業務 2,229 147 2,377 2,235 173 2,409
信託関連業務 - - - 53 - 53
証券関連業務 157 - 157 148 - 148
代理業務 103 - 103 101 - 101
保護預り・貸金庫業務 415 - 415 418 - 418
保証業務 42 1 44 44 1 45
投資信託・保険販売業務 1,686 - 1,686 1,251 - 1,251

役務取引等費用 3,519 57 3,576 3,706 59 3,766
うち為替業務 387 34 422 407 34 441
　
●営業経費の内訳 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
給料・手当 11,978 11,733
退職給付費用 1,122 1,141
福利厚生費 249 228
減価償却費 2,042 1,762
土地建物機械賃借料 898 907
営繕費 109 67
消耗品費 377 321
給水光熱費 268 248
旅費 43 29
通信費 614 629
広告宣伝費 359 317
租税公課 2,451 2,229
その他 9,257 9,083
計 29,774 28,701

●その他業務利益の内訳 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
国内業務部門 143 1,596
商品有価証券売買益 7 1
国債等債券売却損益 133 2,019
国債等債券償還損益 - -
国債等債券償却 - △3
金融派生商品損益 1 △420
その他 0 0
国際業務部門 57 612
外国為替売買益 270 383
国債等債券売却損益 △212 228
国債等債券償還損益 - -
国債等債券償却 - -
金融派生商品損益 - -
その他 - -

　
●業務純益 （単位：百万円）

2018年度中間期 2019年度中間期
業務純益 11,967 12,931
（注）業務純益は、預金、貸出金、有価証券などの利息収支を示す「資金利益」、各種手数料などの収支を示す「役務取引等利益」、債券や外国為替などの売買損益を示す「その他

業務利益」の3つを合計した「業務粗利益」と、控除項目である「一般貸倒引当金繰入額」および「経費」から構成されています。なお、この「業務純益」は、銀行が一般に
公表する損益計算書の様式には設けられていません。

●利益率 （単位：％）

2018年度中間期 2019年度中間期
総資産経常利益率 0.36 0.38
総資産中間純利益率 0.25 0.28

（注）1. 総資産経常(中間純)利益率＝ 経常(中間純)利益 × 年間日数(365日) ×100総資産(除く支払承諾見返)平均残高 期中日数(183日)

（単位：％）

2018年度中間期 2019年度中間期
資本経常利益率 7.75 7.93
資本中間純利益率 5.58 5.84

2. 資本経常(中間純)利益率＝ 経常(中間純)利益 × 年間日数(365日) ×100資本勘定平均残高 期中日数(183日)
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